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 南�⼤�国�センターは、「東�」×「英�で⽇�留�」×「アニメ・マンガ」という切

り⼝で、2022年夏に�動する�国��⽣向けの�しい留�プログラムを構想しています。

�回の授業では、この留�プログラムのフィールドトリップを、�⽣に⽶国の�⽣とコラ

ボレーションをして��してもらいます。�年の4⽉に、この授業を国�センター�の�

岸先⽣と担当するという�を�いた�に、「なるほど、�⽣にとって�りが�く、⾯⽩そ

うな授業だなぁ」と受け�ったのですが、この⽬�は授業を受ける側のもので、これを開

�するまでに、Behind the sceneがいかに��なものであるか、�はまだ気づいていません

でした。��のステークホルダーと��を�りながら作り上げるプロセスを体�し、��

�⾃�が�識しておきたい点をここに書き留めておきたいと思います。

• �題は何かの�義をする。
 （�⽣が作り上げる��プロダクトの決�をふんわりとしておくと、�々苦労する。��にしっかりと�義してお

くと、プロジェクト�⾏がブレません。）

• �⽣が�題に�り�むプロセスの��をとっておく。
 （���の先⽣と、�⽣同⼠のコラボレーションの�⾏について��をとっておく。）

• ���師の�には、��をクリアに�える。
 （上�の２点がクリアになると、この��もクリアになってくる。）

• ��の気持ちを�れずに。
 （�⽣の�び、��のために協⼒してくださる��者の�への��の気持ちを�れずに�⾏する。）

 この４ヶ⽉間で�めて�んだ上�の４点は、グループプロジェクトの�⾏において⼤切

な�点だと�じており、�識的に���⽣にも�えるようにしています。授業が�わった

時に、「プロダクト」、「プロセス」、「��の気持ち」、この３つの�葉が�⽣に�る

よう、サポートしていきたいと思います�
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